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Ⅰ はじめに
三十三観音や八十八大師などの札所からなる霊場が, 全国
に分布する｡ それらは新西国あるいは新四国などとよばれる
ように, 西国霊場や四国霊場を模した写し霊場といわれる｡
新西国霊場は文治二(1186)年に長野県の佐久, 新四国霊場は
文明三(1471)年に高知県の本川で記されており, 江戸でも寛
文八(1668)年に観音霊場, 宝暦年間(1751-1763)に御府内八十
八ヶ所霊場が開創され, 全国的に文化文政期(1804-1830)に霊
場開創がピークとなる(頼富本宏・白木利幸, 2001)｡ およそ
中世以降, 近世を中心に開創された地方霊場の多くは現在も
存続するとともに, さらに新たな霊場の開創が続いている
(田上善夫, 2003b)｡
新四国霊場は小規模なものも含めると, 愛媛県内には119
ヶ所, 徳島県内には82ヶ所があり, 徳島では大半の霊場が19
世紀から20世紀前半に, 集落内の里山や寺院の裏山などにつ
くられたという(山本 準, 2003)｡ 富山県内でも, こうした
地方霊場は, 越中一国を巡るもの, 氷見などの郡を巡るもの,
あるいは街道に沿うものなどがある, およそ19世紀以降現在
まで開創が続いている(田上善夫, 2003a)｡ こうした地方霊
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Abstract
In this paper, the local sacred places in the central and northern part of the Japan Sea Coast, from
Fukui Prefecture to Aomori Prefecture, were treated. Some of them were investigated at their actual loca-
tions. And the distribution of the sacred places was compared with those of temples and shrines.
Furthermore, the establishment of the sacred places of the area concerned was examined especially from the
viewpoint of the mountain worship. The results are as follows.
1) In the sacred places of the scale like a prefecture, sacred points are locate on the mountain feet,
which form the edge of a plain or a basin. Moreover, the sacred point was established by the side of rocks,
mountain streams, etc. 2) As a sacred point, many temples of Shingon group were chosen, as well as those
of Tendai and Zen groups. 3) Sacred points are also located in the temple of asceticism or in the Kannon-
houses by the shrine precincts. 4) Many Jodo group are seen in the southwest part of the area, and many
Zen and other groups in the northeast part. Furthermore, Jodo ones are more in plains, but Zen, Tendai
and Shingon ones, in the mountain sides. 5) Temples of Tendai and Shingon groups advanced to the area
from early days and have had a strong relation to the sacred places, and the Zen group temples also keep
a relation to them. 6) Hachimansha shrines have distributed widely over the area concerned; Inarisha
shrines mainly in the northern part, Shinmeisha shrines mainly in the southern part, and Kumanosha
shrines mainly inland. 7) Among the prominent shrines, the Kumanosha shrine has a particular connection
with Kumano-sanzan and Tendai group, and relates deeply to the sacred places. 8) Originally, pilgrims vis-
ited both the sacred places and sacred mountains, and in a pilgrimage is contained the practice in moun-
tains. 9) In Toyama, Tateyama mountain was in the course of the pilgrimage around the whole country.
Moreover, it was considered that Saigoku, Bando and Chichibu Pilgrimages were the same as Dewa-sanzan
Worship. 10) In northern part of the area, local sacred places connect with the sacred mountains, and climb-
ing those mountains for prayer contains the mountain worship influenced by asceticism in it.
As mentioned above, from the distributional point of view, the sacred places connected deeply with
the Tendai and Shingon groups, and also with Kumanosha shrines. They were established at early times and
located on the peripheries with a special relation to the Kannon. Furthermore, they are connected with as-
ceticism and mountain worship, and it is thought that all these connections formed the fundamental charac-
ter of the sacred places.
場の種類, 開創年代, 範囲, 巡拝路の形態, さらに霊場数あ
るいは霊場密度などには, 全国的に差異がみられる｡
ところで地方の三十三観音霊場などでは, 観音像は寺院本
堂でも本尊の脇にまつられていたり, 境内の観音堂にまつら
れていたりする｡ とくに規模の小さな地方霊場では, 寺院で
はなく堂庵やまた神社, さらに石塔などを巡るものが多い
(田上善夫, 2003b)｡ 西国霊場では, 観音の寺院や霊力をも
つ聖の寺院を, 天台宗寺門派の僧や真言系の修験者が巡礼し
たことにはじまり(田中智彦, 2001), 霊場はその起源におい
ても仏教のみならず修験との深いかかわりが認められる｡ ま
た, 明治以前では神仏習合の寺社が多く, たとえば白山社で
は十一面観音を本地とするため, 札所は神社であったり, 神
社に隣接することも多い｡ すなわち規模はやや大きなものも
含めて地方霊場では, それぞれの札所は仏教寺院だけではな
く, さらに背景に民間信仰が認められるものも多い｡ そのた
め霊場の地域的差異には, こうした寺院, 神社, 修験や民間
信仰などの地域的差異が結びついているものと考えられる｡
前述のように, 北陸周辺では多数の地方霊場がみられると
同時に, それらには異なる種類や形態のものが多い(田上善
夫, 2004a)｡ また霊場とかかわる仏教寺院, 神社, さらに民
間信仰にも, 特異なものが多くみられる｡ 本論では福井県か
ら青森県に至る日本海側中北部において, 主要な地方霊場に
ついて現地で施設や景観などを調べるとともに, それらの分
布と関連する寺社などの分布との比較をとおして, 霊場の開
創の要因や経緯などについて明らかにしていく｡
それにはまず, 各県において歴史が古く代表的な霊場を選
び, 霊場および札所寺院の位置や景観, 宗派などの特色を,
現地調査にもとづいて明らかにする｡ 次に, 霊場に特定宗派
が強く結びつくことから, 霊場開創の背景にあると考えられ
る現在の宗教法人の寺院の分布を明らかにする｡ それととも
に, 本地仏として観音などとかかわりが深く, 小さな地方霊
場では札所ともなる神社に関して, 著名神社を選んでその分
布についても明らかにする｡ それら寺社分布の地域的相異は,
霊場の開創の地域的差異にも影響したものと考えられるが,
さらに主要仏教宗派の分布が成立した経緯や, 著名神社の成
立の経緯などにもとづいて, 霊場開創地域の宗教的基盤の特
色を明らかにする｡ さらに, それらを通して明らかにされた
地方霊場開創にかかわる要因の中から, とくにかかわりが深
い山岳信仰について分析を加える｡ すなわち, 霊場と霊山,
三山参詣, お山参詣などとのかかわりから, 霊場の開創とそ
の地域的差異の検討を試みる｡
Ⅱ 日本海側中北部の地方霊場の特色
１. 福井・石川・富山県
対象地域の南西部の北陸三県には, さまざまな地方霊場が
みられるが, 富山県を例にすると, これまでに認められたそ
の17霊場のうち13が観音霊場である｡ それらの大半が江戸時
代中期以降の開創で, かつ半数は明治以降の開創である｡ そ
れらは峠越えの道沿いに, あるいは河川の土手沿いに, 位置
するものが多い｡ 規模の小さな霊場では, 札所は禅系寺院や
堂宇などさまざまである(田上善夫, 2004b)｡ さらに郡ある
いは一国を巡る霊場が多く, 北陸三県でも同様である｡
一国を超える霊場として, 1981年に北陸三十三観音霊場が,
開創された｡ その第１番札所は福井県大飯郡高浜町中山にあ
る青葉山中山寺で, 巡拝路は東に向かい, 第33番札所は富山
県下新川郡宇奈月町明日の法福寺である｡ その第12番札所
那谷寺
な た で ら
は石川県小松市那谷町にある｡ 名称は西国１番の那智
山と33番谷汲
たにぐみ
山に由来すると伝えられ, 霊場とかかわりが深
い｡ 境内には高さ20mほどの岩壁がそびえ, 観音寺院に特有
の寺院景観を呈している(図１)｡ 裏手の山を巡って三十三観
音が安置され, 境内に隣接して若宮白山神社が鎮座する｡
また1988年に北陸白寿三十三霊場が開創された｡ その第１
番札所は上記の北陸三十三観音霊場と同じ中山寺であり, 巡
拝路は東に向かう｡ また第11番札所は上記の那谷寺である｡
北陸白寿三十三観音霊場の第33番札所は, 富山県下新川郡朝
日町南保にある大同山清水寺
せ い す い じ
である｡ 33番札所は結願として,
霊場中でも重要である｡ その清水寺は真言宗寺院で, 黒部川
扇状地を見下ろす西向き斜面にあり, すぐ北には工事中の北
陸新幹線のトンネル口が開いている｡ この山腹の沢沿いの立
地も, 多くの観音寺院に共通してみられる｡
また富山県では規模の小さな霊場は, 札所の宗派が不明な
ことも多いが, 一国規模の霊場, また開創年代の遅い霊場で
は真言系寺院が多くなる｡ さらに前述の1980年代以降に開創
された北陸三十三観音や北陸不動, また北陸白寿三十三観音
霊場では, 真言系寺院が多数を占めている｡
２. 新潟県
新潟県の主要な霊場として, 越後三十三観音霊場がある
(図2-a)｡ 寛元年間(1243-1246年)に, 北条時頼が岩屋堂観音を
参拝して越後第１番札所と定めたと伝えられるが, 天正年中
(1573-1591年)の開創ともいう(倉茂良海, 1982；佐藤 高・高
橋与兵衛, 1998)｡ 越後三十三観音霊場は新潟県の西側ある
いは上方寄りから始まり東に向かう(図2-b)｡ 西頸城郡能生
町能生の能生白山神社は ｢旅立｣ といわれ, 巡礼をはじめる
前に必ず立ち寄って, 道中の安全が祈願される(図３)｡ 樹叢
の覆う小山の前面に茅葺き屋根の拝殿が建ち, 神社であるが
聖観音もまつっている｡ その10km北東方の西頸城郡名立町
名立大町に, 第１番札所の岩屋堂円明庵がある(図４)｡ 曹洞
宗で聖観音をまつる｡ また名立市街には, この岩屋堂の別当
の名立寺がある｡ 岩屋堂は海岸から名立川の谷を２kmほど
遡り, 斜面を200mほど上った山頂付近にある巨岩の前に建
てられている｡
西蒲原郡分水
ぶんすい
町国上の第22番雲高山国上寺
こくじょうじ
は, 弥彦山から
南に続く国上山(313m)の中腹にある｡ 国上山の山頂一帯はブ
ナ林で覆われ, 同寺からは信濃川の大河津分水路を南に見お
ろす｡ 国上寺は, 和銅二(709)年に弥彦大明神の託宣で泰澄
大徳が建立した北越鎮護の霊地といわれ, 現在は真言宗豊山
派である｡ 本堂の左手一段低い面に元文二(1737)年に建立さ
れた千手観世音菩薩をまつる客殿があり, また境内には寛政
の頃良寛が居住した五合庵がある｡
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弥彦山の東麓, 西蒲原郡弥彦村観音寺に第23番龍丘山観音
寺がある｡ 曹洞宗の聖観世音菩薩を本尊とする｡ 付近には近
年別荘などが建ち, 元々20数軒ほどが60軒に増えたという｡
また地元に檀家はないが諸方面からの寄付で, 2003年に全面
的に改築された｡ 弥彦山から北に続く角田山(482m)の南東麓,
西蒲原郡巻町平沢には, 第24番大悲山景清寺
けいしょうじ
がある｡ 明治初
めに長岡藩に米百俵を送った三根山藩の藩庁所在地にほど近
い｡ 千手観世音菩薩を本尊とする, 霊場にはきわめて珍しい
浄土真宗寺院である｡
最北端に位置するのは, 岩船郡神林村有明の第27番遍照山
光浄寺である｡ 曹洞宗寺院で, 平野の東端に位置し, 背後は
山地となる｡ このように札所の多くが山麓あるいは山地斜面
に位置している｡ 先述の弥彦山周辺のほか, 柏崎南西方でも
佐渡海峡に面してそびえる米山(993m)周辺に, ４寺が集中す
る｡ また33札所は, 真言宗豊山派11, 真言宗智山派10, 曹洞
宗10などからなる｡
越後八十八ヶ所霊場も, 越後三十三観音霊場と同様に越後
の西部からはじまる(越後新四国八十八ヶ所霊場会, 1993)｡
第１番能生山光明院は, 西頸城郡能生町にあり, 越後三十三
観音霊場の旅立の能生白山神社のすぐ西方に位置する｡ 高野
山真言宗の寺院で, 白寿観音霊場札所でもあり, 能生薬師・
中山観音の祈願所でもある｡ 第２番実相院も光明院に隣接し
た位置にある｡ 第30番国上寺は, 前述の越後三十三観音霊場
の第22番札所にあたる｡ なお同寺の境内には大師堂などがあ
り, 高さ数10cmほどの八十八ヶ所の石塔が, 天保六(1835)年
の弘法大師千年忌に設けられている｡
越後八十八ヶ所霊場は, 三条から長岡にかけての越後平野
南部と, その東西の魚沼丘陵, 東頸城丘陵付近を中心として
いる｡ 越後三十三観音霊場と異なり, 都市部にも多い｡ 第36
番龍海山薬師寺悉地院は, 新潟市沼垂
ぬったり
東にある｡ 薬師如来が
本尊で, 境内には湯殿山の石碑も建つ｡ 同寺は越後二十一箇
所霊場の第６番, 越後薬師霊場第18番の札所でもある｡ 第37
番米満山法持寺法光院も, 新潟市沼垂東にあり, 地蔵菩薩が
本尊である｡ 越後二十一箇所霊場の第５番札所でもある｡ 悉
地院・法光院は新潟駅に近く, 周辺には計７寺院が集まり,
門前には小さな飲み屋が12軒連なる｡ 越後八十八ヶ所霊場の
札所はすべて真言宗で, とくに豊山派44, 智山派42に集中し
ている｡
なお越後二十一箇所霊場は, 大正12(1923)年に弘法大師生
誕1150年に定められた(高橋与兵衛, 1993)｡ 第１番から第７
番までが新潟市内にあり, 全体も中越・下越に限られている｡
３. 山形県
山形では, 庄内平野に庄内三十三観音霊場が広がる｡ 庄内
三十三観音霊場は, 正徳四(1714)年の開創であり(大法林閣,
1997), 最上三十三観音, 置賜三十三観音とともに出羽百観
音といわれる｡ 庄内三十三観音霊場は, 庄内平野の山麓部を
周回する｡
庄内三十三観音霊場の起点は, 庄内平野南東部羽黒山(419
m)の麓の手向
と う げ
周辺にある｡ 第１番札所は東田川郡羽黒町手
・
向
・
手向の荒沢寺
こ う た く じ
正善院である｡ 出羽三山神社の西側登拝口に
あり, 荒沢寺は羽黒山修験本宗の本山である｡ また奥の細道
三十三霊場の第14番札所, 東北三十六不動霊場の第６番札所
でもある｡ 正善院内には, 観音の名前の一つとして法華経で
は大日如来, と書かれている｡ 第２番札所金剛樹院は, 正善
院の向かいにあり, 天台宗である｡ なお羽黒山の出羽神社に
月山神社, 湯殿山神社を合祭し三山神社というが, 境内には
五重の塔, 鐘楼, 地蔵などがのこる｡
羽黒山奥之院荒沢寺は, 両院のある手向(標高150m)から南
に３kmほど谷を遡った荒澤
あらさわ
(標高300m)にある(図５)｡ 越後
三十三観音霊場同様に第１番札所の前に置かれ, ｢首番｣ と
よばれる｡ 茅葺屋根の本堂が建ち, 羽黒山十大伽藍の随一で
あった｡ 北方に羽黒山に向かい, 山伏が修行する峰入口の八
方七口の一つである｡ またここから南方15kmの月山(1980m)
に参詣路が続く｡ 手向周辺はまた, 羽黒山と月山に湯殿山
(1504m)を加えた出羽三山に, 山形・村山地域から入山した
ときの終点の地でもある｡ 庄内三十三観音がここから始まる
ことは, 三山参詣との連続性を示すとも考えられる｡
４. 秋田県
秋田県の主要な霊場である秋田三十三観音霊場は, 全県に
わたる(図６)｡ 横手盆地では盆地の周縁部, 秋田市周辺や米
代川流域では谷筋に沿い, 札所寺院が位置している｡ 男鹿半
島から能代・八森にかけては, 沿岸にも分布する｡
第１番正伝寺は横手市大屋新町鬼嵐にある, 曹洞宗寺院で
ある｡ 第33番信正寺は大館市花岡七つ館にある, 曹洞宗寺院
である｡ 寺院は曹洞宗の24を含め禅系が27を占め, 真言系は
３, 浄土宗は３である｡
５. 青森県
青森県では津軽平野を中心として津軽三十三観音霊場(図7-
a,b)がある｡ 津軽霊場では札所は観音堂などが23ヶ所を占め,
その多くが神社境内にある｡ 寺院は真言系３, 浄土系４, 禅
系３のみである｡ なお津軽では, 中津軽郡岩木町の百沢
ひゃくざわ
にあ
る岩木山神社は岩木山百沢
ひゃくたく
寺光明院, 弘前市鬼沢の鬼神社は
赤倉山鬼神大権現, 弘前市十腰内
と こ し な い
の巌鬼山神社は巌鬼山西方
さいほう
寺観音院(池上良正, 1999)というように, 神社と寺院とが相
伴うことが多い｡ 観音札所がさまざまな寺社などにおかれる
ことは, 富山県の古い小霊場でもみられた｡ 元来が神の祀ら
れる地や修行の地であった中から, 真言・天台・禅系の寺院
ができ, 札所になったものと考えられる｡
津軽三十三観音霊場の第１番札所は, 弘前市坂元山元の護
国山久
く
渡
ど
寺
じ
である｡ 津軽平野南端の久渡寺山(663m)に続く山
の斜面, 260mの高さにある(図８)｡ 巡礼者が多いが, 白衣の
装束も四国遍路と少し異なる｡ 境内には観音をはじめとして,
馬や狐なども祀られる｡ 真言宗智山派寺院であるが, オシラ
サマ信仰で知られ, 隣接して羽黒神社がある｡ また, 久渡寺
の２km南東の大和沢川右岸の小山の頂から少し下には, 座
頭石とよばれる高さ１～２mほどの大小の岩が祀られる｡ 直
下の尾神沢の弁天岩, １km下流の最上橋の自然石をはじめ,
３m大の溶岩をまつる馬頭観音や百万遍の石塔など, 周辺で
は岩石が広く祀られている｡
第２番から第７番札所は, 岩木山(1624m)をとりまいて麓
日本海側中北部の地方霊場の開創と寺社分布のかかわり
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に位置している｡ 岩木山の北麓の弘前市十腰内には, 散在す
る比高数10mほどの小山の１つに, 第5番巌鬼山観音堂, 巌
鬼山神社がある｡ もともと巌鬼山西方寺観音院として創建さ
れ, 明治６年に神社と改称されたが, 社殿は仏堂の様式を残
している｡ その４km南方の中津軽郡岩木町の大石神社では,
拝殿の後方に巨石が祀られる(図９)｡ さらに赤倉沢を遡ると,
標高400m付近に赤倉神社がある｡ 周辺に20余の堂・社が立
ち並ぶ修行の地で, 沢には禊場が作られている｡ 山神などが
祀られるほか, 神社祭神として津軽赤倉山大神をはじめ,
｢弘法大師大神｣ がまつられる｡ 境内の50m四方ほどの地に
西国三十三観音がまつられ, また同様に四国八十八ヶ所の数
10cmほどの浮彫りの石仏もまつられている｡
津軽平野東部の北津軽郡金木町川倉林下に, 第13番川倉芦
野堂, 三柱神社がある｡ 津軽半島の山地から西流する小河川
に作られた溜池が南北に連なり, そこに札所が続いている｡
同じ川倉の芦野湖, 藤枝溜池の畔には川倉地蔵堂がある｡ 境
内に多数の地蔵が並び, 古い上着などが着せられ, ランドセ
ルやワラジ等がつけられている｡ 堂内の祭壇には, 鈴のつい
た房が下がる｡ 導師は天台宗の僧侶であるが, 堂には宗派は
ないとの話である｡ 比叡山の慈慧大師(元三大師)が修行中の
様子をあらわしたお札がある｡ 芦野湖を臨む高台に水子人形
安置堂がある｡ 早世した人たちが祀られ, 花嫁や花婿人形と
写真が立てられ, ｢お嫁さん｣ ｢お婿さん｣ に名がつけられて
いる(図10)｡ 広々とした安置堂に棚が続き, 風車をはじめ子
供のおもちゃが供えられている｡ この岩木川下流地域は地蔵
が多く, とくに川倉西方の西津軽郡稲垣村には1,100体があっ
て, 道端の堂内の小地蔵の中には固有名詞が書かれ, 亡くなっ
た子が地蔵に再現されて話がされるといい(小館衷三, 1983),
とりわけ祖先たちへの供養が行われる｡ ただし, 上述のよう
に札所の観音堂は山麓を連ねるように並び, 地蔵の多い地域
とはやや差違がみられる｡
また津軽霊場の巡拝路は津軽平野の東縁を通り, 西部の屏
風山砂丘周辺には札所がない｡ この南北25km, 東西幅３～
４kmほどの砂丘の東麓に多くの溜池が連なるようすは先述
の津軽平野東部に似るが, 一方で観音堂ではなく稲荷社が多
数分布している｡ 西津軽郡木造町菰槌
こもつち
の立山稲荷は, 樹叢で
覆われた緩やかな砂丘内部の, 比高20mほどの小丘の頂部に
ある｡ 拝殿内は華やかに飾られ, 直下の登り口にも関連の建
物群がある｡ また, 西津軽郡車力村富萢
とみやち
字屏風山の三吉稲荷
神社は, 砂丘上を南北に走る街道の車力への分岐点にある｡
この三吉山も砂丘からの比高20mほどで, 頂部の50m四方ほ
どの平坦地に, 内陸側に東面して建つ｡ 拝殿内には鈴のつい
た房が下がり, 太鼓が置かれる｡ これら２社の中間の, 西津
軽郡車力村牛潟字鷲野沢にある高山稲荷神社は, ひときわ規
模が大きい｡ 本殿は楢の砂防林が植栽された砂丘の海岸から
およそ400m, 標高40mの小山にあって, 以前は海から見通
せたと考えられる｡ 旧社格はなく, 大正五年に神社明細帳に
記された神社で, 農業, 漁業, 商人, 料亭関係者の信仰が厚
く, 店開きの際にはここで祈祷したオイナリ様一対を神棚に
安置するという(車力村史編集委員会, 1973)｡ 境内には, 帰
納された稲荷が無数に並んでいる｡ 稲荷神は隠れるにせよ,
その使いにあたる狐神がきわめて多数祀られるようすは, 先
の２社も同様である｡
Ⅲ 霊場開創と主要宗派・著名神社分布との
かかわり
１. 全国の寺院宗派分布の概要
本論の対象地域は日本海側中北部であるが, 全国的な寺院
宗派分布は必ずしも明らかにされていないために, まず若干
の概要調査を行う｡ 『全国寺院大鑑』 (全国寺院大鑑編纂委員
会, 1991a, b)で分類された仏教宗派, すなわち天台系, 真
言系, 浄土系, 禅系, 日蓮系, 奈良仏教系, その他の７つの
系を大分類として採用し, さらに20に中分類した(表１)｡
都道府県別に, 各系の寺院数の全寺院に対する割合を求め
る｡ この各系の構成率は, 都道府県ごとに相異がある(図11)｡
北海道から沖縄県にかけて, 連続的に変化する様子がみられる｡
数の少ない奈良仏教系とその他は省略し, 主要な５系の全
国分布の特色は以下である｡ 天台系は全体として割合が低い
が, 関東地方から福島・岩手と, 三重・滋賀, また岡山で相
対的に割合が高く, 群馬では20%を超える(図12-a)｡ 真言系
は割合の高い地域が東西に分かれる｡ 東では関東を中心に南
東北・信越で割合が高く, 北海道でも高くなっている｡ 西で
は四国を中心に近畿西部から九州北部・東部にかけて高く,
とくに徳島, 岡山, 埼玉で40%を超える(図12-b)｡ 浄土系は
西日本を中心に全国的に高い割合を示す｡ とくに北陸から近
畿にかけて, また中国西部から九州にかけて割合が高く, 富
山・石川, 鹿児島では70%を超える｡ また北海道でも高くなっ
ている(図12-c)｡ 禅系は東日本を中心に高い割合を示す｡ と
くに宮城を中心とした東北中部, および東海地方で割合が高
い｡ 宮城と静岡では60%を超える(図12-d)｡ 日蓮系は全国的
に割合が低いが, 南関東から東海にかけて高く, また北海道
や南九州でも高くなっている｡ 千葉, 神奈川, 山梨で20%を
超える(図12-e)｡
ところで, いずれの都道府県においても, 特定の系のみで
なく主要５系が混在しており, 系の組み合わせにも特色がみ
られる｡ そのため, まず主要５系の構成率について分類を試
みる｡ 分類には客観的方法であるクラスター分析を適用し,
分類された５クラスターを, 基本的な類型として採用する
(図13)｡ さらに, 設定された５つの基本型の特色を, それぞ
れに属する都道府県の平均で示す(図14)｡
その結果, １型は主要宗派が真言系である｡ また３型では
禅系である｡ ５型では浄土系である｡ ２型は１型と３型の中
間で, 真言系と禅系が多い｡ ４型は３型と５型の中間で, 禅
系と浄土系が多い｡ なお天台系と日蓮系が卓越することはな
いが, 天台系は真言系と比較的似た割合を示し, 日蓮系は禅
系とやや似た割合を示している｡
これらの寺院宗派型の分布は, 寺院宗派の地域性を端的に
示している(図15)｡ これらの分布について周圏論を適用する
と, 近畿中心に新しい浄土系があり, その外の東海・中国東
日本海側中北部の地方霊場の開創と寺社分布のかかわり
― 41 ―
部に禅・日蓮系があり, さらに外の関東と中国・四国に古い
真言・天台系があることになる｡ ただしそうした場合には,
さらに東北地方に禅系, 北海道に浄土系, 中国・四国地方西
部以西にも浄土系があることの説明が必要となる｡ 北海道に
は移住者が新たな宗派をもたらし, 西日本でも鹿児島などの
ように近代化の過程で徹底的な廃仏毀釈がなされたことなど
が, 分布を複雑化させたと考えられる｡
なお, 都道府県別に檀家数第１位の宗グループから少数の
連接する範域に区画すると, 北海道と西日本は浄土系, 東北
と中部は禅系, 関東と四国・岡山は天台・真言系となるとい
う(小田匡保, 2003)｡ 本論のように系の構成率についてクラ
スター分析をした結果は, おおよそ類似している｡
ただし系からさらに宗派ごとにみたときには, 真言宗でも
智山派と豊山派は東, 醍醐派・東寺派・御室派・国分寺派・
山階派は西, 浄土真宗では本願寺派は西, 大谷派は東, 禅系
では曹洞宗は東, 臨済宗妙心寺派・同南禅寺派は西という
(藤井正雄, 1963)｡ これらのことは上述の, １型(真言・天台
系), ３型(禅・日蓮系), ５型(浄土系)の分布に, 東西に複数
の中心があることとかかわると考えられる｡
同じ系でも東西に異なる宗派が分布することは, 霊場の開
創と寺院分布のかかわりを分析するには, 教義体系により分
けられた各系にとどまらず, 主要宗派についての地域的展開
の過程を考慮することの必要性を示している｡
２. 北陸における諸宗派の展開と霊場
先述のように全国的な寺院宗派の系別分布に対する周圏論
的な見方を適用するならば, 北陸周辺地域においても南西の
北陸側から北東の東北側にかけて, およそ浄土系－禅系－真
言系の分布を仮定できる｡ ただし霊場は中世からとくに近世
末に各地に開創されたため, 寺院の空間的な展開の過程につ
いても詳細に検討することが必要となる｡
まず現在の日本海側中北部における寺院について, その所
在地を国土地理院の数値地図25000(地名・公共施設)やゼン
リンの電子地図帳Z5などから比定して位置を確定する｡ さ
らに寺院宗派の中でも主要である, 天台系, 真言系, 禅系,
浄土系について, 個々の寺院の分布を示し, 展開と霊場との
かかわりについて検討する｡
天台系・真言系寺院
天台系寺院の構成率はとくに福井県の福井・坂井と, 新潟
県の魚沼, 山形県の山形・村山・置賜などの内陸部に多い｡
一方, 能登から, 富山, 越後, さらに津軽に至る沿岸地域に
は, ほとんどみられない(図16-a)｡
真言系寺院は, 天台系寺院と同様内陸盆地に分布するが,
さらに海岸付近にも多数分布がみられる(図16-b)｡
これまでにも, 地域内での仏教寺院各宗派の分布傾向が,
指摘されている｡ たとえば滋賀県では, 禅宗や天台宗は山村
に, 浄土宗は河川中流部の丘陵・盆地などに, 真宗は扇状地・
三角州の穀倉地帯に多いという(伊藤唯真, 1960)｡ 禅宗とく
に曹洞宗が後進農村や山村地域に発展したのは, 座禅を行う
寂静の地, 山岳信仰, 在地領主層の受容などによると説明さ
れている(広瀬良弘, 1988)｡ またここで周圏論を援用すれば,
開けた海岸部から遠隔の山間部にかけての, 浄土系－禅系－
真言系の分布を想定することができる｡
本来, 天台・真言の僧は西国巡礼の起源にかかわり, 西国
巡礼には修行や修験的な要素があった｡ 霊場札所は山麓に多
く, そのため山地周辺において天台・真言系寺院と霊場とが
かかわることが考えられる｡ 富山県でも, 天台宗は立山や医
王山に, 真言宗は石動山や二上山に勢力を伸ばし, さらに東
密系修験は剣岳の早月川に沿って, 台密系修験は立山の常願
寺川に沿ってあったという(梅原隆章, 1974)｡ しかし, 富山
県では, とくに天台系寺院は早くから他の宗派にかわって現
代ではきわめて少ないため, 霊場の開創に結びつくことが少
なかったと考えられる｡
禅系寺院
禅系寺院は, およそ福井から青森まで, 満遍なく分布する
ようすがみられる｡ しかし真言系寺院にくらべ, 若狭や庄内
以北でも多い(図16-c)｡ 禅系寺院は, 秋田三十三観音霊場の
札所の多くが禅系寺院であるように, 霊場とのかかわりが深
い｡
禅系寺院の開創は天台・真言系寺院にくらべ遅く, 富山で
は, 文永・正応頃(1269～1289年)であった｡ 元徳二(1330)年
以降に開山した放生津の興化寺が, 後に五山の下の十刹となっ
ていくように, 富山の禅寺は京都五山禅林との関係が深かっ
たが, 興化寺と同じ法燈派に属する紀伊由良の西方寺では,
密教や念仏の性格を持ちつつ, 熊野参詣者に禅を唱えたとい
う(広瀬良弘, 1988)｡ 放生津の湊も人々の往来は盛んで, 興
化寺の勢力のおよんだ放生津から二上山の地域が霊場とかか
わることも考えられる｡
さらに富山県北西部では, 能登永光寺
よ う こ う じ
周辺に国上山信光寺
をはじめとした禅寺が集中し, 国泰寺も天文十五(1546)年こ
ろに再興され, さらに明暦二(1656)年には前田氏の庇護を受
けて瑞龍寺が創建された(広瀬良弘, 1988)｡ この付近には後
に氷見庄や高岡を巡る観音霊場が開創されたが, それには禅
系寺院の展開が基盤にあることが考えられる｡
一方富山県東部では西部より遅れて, 建徳元(1370)年に峨
山の総持寺系の大徹派により, 中新川郡上市町眼目
さ っ か
に立川寺
(のち立山寺)が開かれ, さらに応永二(1395)年には上新川郡
大山町上滝に大川寺が開かれて, 同派が上市川, 白岩川, 常
願寺川流域を中心に展開した｡ この地域で信仰された立山神
に授戒する形で禅に取り込んだため, 山岳信仰・修験勢力と
のかかわりは深く, また松倉城付近の常泉寺, 生地の前名寺,
下立の全竜寺なども修験者たちを取り込んでいったという
(広瀬良弘, 1988)｡ そのため, こうした禅宗寺院と修験との
結びつきにもとづいて, 禅系寺院が霊場にかかわったものと
考えられる｡
浄土系寺院
全国では浄土系中に, 浄土真宗本願寺派は34.6%, 真宗大
谷派は29.7%を占めており, 富山県だけなら浄土系に占める
割合はそれぞれ48.9%, 45.0%に達する｡ そのため浄土系の中
でも浄土真宗本願寺派と真宗大谷派に注目して, それらの分
布について示す｡
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この両派は新潟以西に多く, かつ海岸寄りに多い｡ とくに
浄土真宗本願寺派は富山, 高岡, 福井などの平野中心部に集
中し, 真宗大谷派は越後, 加賀などの平野や周辺の山よりに
も多い(図16-d)｡ もともと社会の変動期に新たな仏教諸宗派
が展開したが, 浄土教団は戦国末・近世初頭の封建社会再編
成期に展開した(藤井正雄, 1963)｡ 浄土系は真言系などにく
らべて後から進出したことにより, このように平野部に広く
展開していると考えられる｡
富山を例にして浄土真宗の展開をみると, 明徳元(1390)年
に綽如
そうにょ
が井波の瑞泉寺を創建し, 文明十三(1481)年ころ瑞泉
寺と安養寺(後の勝興寺)を中心とする一向一揆支配が確立し,
さらに慶長二(1597)年に前田利長が勝興寺を本願寺派諸寺の
総録司とするが, 慶安三(1650)年に瑞泉寺をはじめ243寺が
東本願寺に帰したという(梅原隆章, 1974；奥田淳爾, 1974)｡
富山県のとくに西部は浄土真宗の影響が強い地域であるが,
近世はじめにお西とお東に分かれて, 現在も浄土真宗本願寺
派寺院は北寄り, 真宗大谷派寺院は南寄りに多く分布してい
る｡ 浄土真宗では阿弥陀専修により, 観音などを祀り修験と
結びつく霊場とはかかわらぬため, この地域において霊場の
開創は遅く, とくに南部の山麓に至らなかったと考えられる｡
なお日蓮系もその不授・不施から, 托鉢や巡礼の接待などと
はかかわらず, 日蓮系の多い地域に霊場札所が置かれなかっ
たと考えられる｡
ただし飛騨の白川郷では, 元来の白山－天台信仰複合の宗
教基盤上で, 明信が白山を開いた泰澄大師の再来といわれる
法力を示して, 真宗化を展開したという(森岡清美, 2001)｡
このように従来の宗教的基盤の上に立って真宗が展開した地
域では, 白山社や八幡社は村の神社として各地で存続した｡
これらはなお, 霊場や巡礼とのかかわりを残している｡ また
浄土真宗でも二十四輩巡礼のような伝統がある｡ そのため浄
土真宗地域でも, 霊場がまったく開創されないわけではない｡
３. 北陸周辺における著名神社の展開と霊場
全国的な著名神社の分布は, 先に市町村別の集計にもとづ
いて概観した(田上善夫, 2002)｡ 日本海側中北部において,
八幡社は福井, 石川, 富山と青森に多い｡ 神明社は富山から
秋田にかけて卓越する｡ 稲荷社は青森に多い｡ 諏訪社は新潟
に多い｡ さらに霊場の各札所とくらべるために, 個々の神社
の分布を明らかにする｡
神社には同名のものが多数あり, また名前が異なっても同
じ神を祀るものが多数ある｡ 現在の神社に至るまでにさまざ
まな変遷を経ているが, 当該地域は著名神社の名称で中央の
神々を祀る形式がとくに多い｡ こうした著名神社について,
神社名の漢字表記とよみから同種と認められるもの(表２)を
抽出する｡ 著名神社の中でも, 霊場とかかわりの深い, 八幡
社, 稲荷社, 熊野社, 神明社, について, 個々の神社の分布
を示す｡
八幡社
八幡社は日本海側中北部では, 海岸付近の平地から内陸の
盆地まで, また南北を問わずいずれの地域にも分布する(図
17-a)｡
八幡神は平安時代末までに, 朝廷の強い信仰を得て国家神
となり, 天台宗からも仏教に近い神として迎えられた(中野幡
能, 1967)｡ 鎌倉時代以降, 八幡神は御家人などにより地方に
も広まり, 秋田県では流入した鎌倉武士団などにより勧請さ
れた後, 地主神と習合していったという(佐藤久治, 1981)｡
もともと祭神は応神天皇であるが, 仏教と習合して八幡大
菩薩となり, 村の鎮守ともなっていった｡ 八幡神は古くから
地方に勧請されたために, 平野周辺の山麓にも八幡社は多数
分布する｡ また仏教との習合で, とくに天台系との結びつき
が深いために, 霊場とは強く結びつくこととなる｡
ただし, 実際に霊場札所が八幡社に隣接しておかれること
はあまりない｡ それは多くの村の鎮守としての八幡社と, 霊
地特有の岩壁, 滝, 巨樹などの舞台設定とが, 必ずしも調和
しないことによると考えられる｡
稲荷社
稲荷社は北陸・東北の日本海側地域では, 新潟県の平野部
などに相対的に多い｡ また北方で多いようすがみられる(図
17-b)｡ 稲荷神は, 農業神として地方に祀られるとともに商
業神として都市部にも多い｡ 全国的にみれば北陸は例外的に
稲荷社が少ない
稲荷社は, 秋田では佐竹氏が常陸から転封したときに, 真
言寺院とともにもたらされたが, 狐そのものが稲荷神となっ
たという(佐藤久治, 1981)｡ もともと伏見稲荷は真言系の東
寺の鎮守にあたり, 稲荷社は真言系とかかわる｡ また狐は本
来稲荷神の使いであるが, 狐神が祀られることは狐の生息地
に近いことを表す｡ そのために, 稲荷社は真言系寺院や狐神
を通じて霊場とかかわることになる｡
しかし八幡社同様に, 稲荷社が霊場札所になることは少な
い｡ 真言系寺院は修験ともかかわるが, それは修行の場を通
じてであり, 農業神・商業神として五穀豊穣や商売繁盛が祈
願される稲荷社と機能を異にするためと考えられる｡
熊野社
熊野社は当該地域の内陸部, たとえば山形・村山地方など
に多い(図17-c)｡ 熊野社は山岳信仰に通じるが, 北陸に少な
いのは同様の白山社が多いことによると考えられる｡
秋田では熊野社は, 加
か
夫
む
呂
ろ
伎
ぎ
熊野大神や櫛御気野
く し み け ぬ
命などが
祀られ, 近世にはほとんどが熊野堂とよばれたという(佐藤
久治, 1981)｡ このことは地元の神々やさらに仏とまでの習
合を示している｡ また密教が民衆化した修験道では, 三井寺－
園城寺系の比叡山が熊野三山をおさえ, さらに山形県の羽黒
日本海側中北部の地方霊場の開創と寺社分布のかかわり
― 45 ―
表2 主要社の抽出
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表２ 主要社の抽出
三所大権現や, 岩木山の羽黒三所大権現も同様であるという
(小館衷三, 1975)｡ このように熊野社は修験を介して天台系
にかかわり, それは当該地域の羽黒山や岩木山のように, 山
岳信仰の地でもある｡
先述のように庄内観音霊場や津軽観音霊場では, 熊野社や
羽黒社, 修験や天台系寺院がみられた｡ これは霊場と熊野－
修験－天台の結びつきのみならず, 霊場開創の背景には, 山
岳信仰があることを示している｡ なお熊野社の祭神, 熊野牟
須美神の本地は千手観音である｡ また北陸では熊野社よりも
白山社が多い｡ 白山社の場合にも十一面観音を本地とするこ
とにより, 霊場と深く結びついている｡
神明社
神明社の全神社数に対する構成率は, 山形では12.1%であ
るが, 天照大神を祭神とする皇大
こうたい
神社(構成率10.3%)を含ん
でいる｡ 皇大神社などを含めた神明社は, とくに富山県, 新
潟県, 山形県庄内地方に多い(図17-d)｡
神明は神を意味したが, 平安末から鎌倉にかけて天照大神
あるいはその社を意味するようになり, 神仏分離の際には産
土神や観音堂・阿弥陀堂・不動尊堂なども神明社になったと
いう(佐藤久治, 1981)｡ 神明社に祀られる天照大神は伊勢神
宮の祭神であるが, 当該地域からも伊勢参りが行われ, 秋田
からは80日と20両を要したという(佐藤久治, 1981)｡
神明社は, この伊勢参りという巡礼行為を介して, 霊場と
かかわることが考えられる｡ また富山県では神明社は近世以
降に急増するが, これらが諸神仏の祠堂が改称されたもので
あれば, その中には以前の霊場との結びつきが遺されると考
えられる｡ ただし, 神明社は多くは平野部分に分布している｡
そのため, 滝や山地に多い霊場とは一致しにくい場合が多い｡
Ⅳ 霊場開創における山岳信仰の影響の検討
１. 巡礼と山岳霊場
日本海側中北部における地方霊場には, 山麓にあって修行
の場を示すものがみられ, 天台系などの寺院宗派との結びつ
きがあり, また熊野社などの著名神社とのかかわりがみられ
た｡ また霊場には, １例として熊野－修験－天台との結びつ
きがみられた｡ このことは, 霊場開創の背景に山岳信仰があ
ることを示唆している｡
もともと, 西国三十三観音霊場への江戸からの巡礼者は,
鎌倉・江ノ島, 相模大山, 富士山, 身延山, 久能山, 秋葉山,
鳳来寺山, 津島に立ち寄って伊勢に至り, その後に西国霊場
の三十三所を巡礼するのに加えて, 熊野, 道成寺, 高野山,
大阪市中, 吉野・多武峰, 比叡山, 京都市中, 愛宕山, 兵庫
などやさらに金毘羅, 書写山に立ち寄り, 帰途には善光寺,
妙義山・榛名山, 太平山などが含められたという(田中智彦,
2001)｡ すなわち, 西国霊場への往復には, 多くの山岳霊地
に立ち寄っている｡ 歩くだけでも困難であるのに加え, さら
に山岳霊場を参詣するという修行的要素がみられる｡
このことは巡礼の背景には山岳信仰があることを示唆して
おり, 以下では日本海側中北部における山岳信仰を中心に,
霊場開創への影響についての検討を試みる｡
２. 廻国巡礼と立山信仰
富山県内では, 越中一国観音霊場や氷見三十三観音霊場の
18世紀の記録があるが, それより古く16世紀の六十六部納経
がある｡ 立山頂上の峰本社から大永四(1524)年の銅製納札,
立山町日中経塚から大永五(1525)年の銅製経筒, 立山町松倉
字経塚から享禄四(1531)年の金銅製経箱, 滑川市大島新から
永禄六(1563)年の金銅製経筒が見つかっている(京田良志,
1972)｡
六十六部とは全国の66ヶ国を廻る巡礼で, 中世にはじまる｡
1国1ヶ所に納経するが, 固定されたところはなく, 越中では
主として立山が選ばれたようである｡ これらは必ずしも地方
霊場を示すものではないが, 16世紀において越中にも巡礼習
俗が及んでおり, とくに立山への山岳信仰と結びついていた
ことを示している｡
３. 出羽三山参詣と百番巡礼
山形県の湯殿山・月山・羽黒山の三山が, 西国・坂東・秩
父の三霊場に併記された三山・百番塔が, 武蔵・下総・常陸
などでは多いという｡ 西国霊場の往復と三山参詣の往復の際
に, 秩父霊場と坂東霊場を巡ると, 三山参詣と百番巡礼が容
易に達成される｡ また西国・坂東・秩父を巡っても三山参り
をやらねば百番巡礼を成し遂げたことにはならぬともいう
(岡倉捷郎, 1996)｡ すなわち, 出羽三山参詣は百番巡礼と同
様にみなされており, このことは霊場の巡礼が霊山の参詣や
山岳での修行などと結びつくことを示している｡
東北・関東に100余残る出羽三山参詣旅日記からみると,
三山参詣の途次には鳥海山, 山寺, 松島, 善光寺, 相模大山
に参詣し, さらに三峰, 榛名, 戸隠, 金峰(鶴岡南), 金華山,
八溝山, 加波山, 筑波山などの霊山に参詣した(岩鼻通明,
2003)｡ すなわち出羽三山参詣の往復には, 西国巡礼の往復
と同じように, 多くの山岳霊場に立ち寄られている｡
三山参詣はもともと女人禁制であったが, 三山・百番塔は
女人禁制が緩い三山御師の勢力範囲に建てられていることか
らみて, 三山参詣は女人にも認められた巡礼として広まった
という(岡倉捷郎, 1996)｡ このように霊場と霊山は, 女人の
認否で違いがあったが, 他では共通したため, 三山・百番の
併記につながったと考えられる｡ 先述のように庄内三十三観
音霊場は, 羽黒山麓から始まっており, このことも霊場と山
岳信仰とのかかわりを示している｡
４. 秋田の山岳信仰と霊場
出羽三山より北でも, 中央政府の北方支配にともなって,
９世紀までに辺境鎮護の天台寺院が山峰などに建立され, 観
音・薬師・熊野・白山などの霊地・霊山にもなったが, 鳥海
山, 葉山, 保呂羽山などは山岳信仰と関連するという(伊藤
清郎, 1997)｡
前述の秋田三十三観音霊場は, 秋田市の北東20kmの太平
山(1171m)周辺に, 第18番から第24番のうちの５つの札所が
ある｡ 太平山神社あるいは三吉神社は太平山を神体するが,
秋田県内に107, 県外に13の太平山講があり, 修験者が案内
して ｢六根罪障 太平山三吉の権現 サンギサンギ｣ と唱えな
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がら登るという(佐藤久治, 1981)｡ 出羽三山や後述の岩木山
同様に, お山参詣がされ, 山岳信仰である｡ また三吉大神
みよしのおおかみ
を
祀り, 三吉神社は青森県や宮城県などにも多く, 奥州三十三
観音霊場にも三吉社が祀られており, 霊場と結びつきが深い｡
５. 岩木山と山岳霊場
日本海側中北部では最北に位置する岩木山では, 水への信
仰, 祖霊の籠る神聖な丘への信仰, 身近な血縁的モリ山への
信仰がもとにあるという｡ お山参詣の唱えごとは, 熊野－大
峰－吉野で修行する山伏のものが原型と考えられおり, 古く
は十一面観音が祀られ, 宗派も天台密教であった(小館衷三,
1975)｡ すなわち, 祖先崇拝, 山岳信仰, 修験, 観音信仰な
どが重なり, これらが霊場の基盤となる｡ 津軽三十三観音も
岩木山の周辺からはじまり, 山麓などを巡って, 最後は岩木
山周辺に戻る形をとっており, 札所の分布は岩木山の見える
範囲に多い｡ このことは出羽三山や太平山にもみられたよう
に観音霊場と山岳信仰とのかかわりを示している｡
ところで青森県では, およそ要地には八幡社, 岩木山周辺
に熊野社, 周辺に稲荷社が分布するようである(図18)｡ しか
し稲荷も, 大規模な網漁の展開や新田開発にともなって激増
し, 狐神・田の神, 巨岩・山頂の小沼・古木・古祠などと結
びつき, 真言宗寺院や修験が関与したという(宮田 登, 1999)｡
また, 稲荷社には三吉, 立山, また高山のように山の名が冠
されており, 砂丘上の小山に位置することが多い｡ 綿津見大
神を春の ｢海神招迎祭
かいじんしょうげいさい
｣ で迎え, 秋の ｢海神奉送の儀｣ で送
る(工藤伊豆, 1999)ことは, 海の神が山の神になぞらえられ
ているとも考えられる｡ このように稲荷社は霊場の要件をそ
なえているにもかかわらず, 稲荷社には霊場と結びつきにく
いところがある｡ およそ津軽平野では, 古く八幡社が入った
後, 熊野社が岩木山と結びついて入り, その後に稲荷社が農
漁業と結びついて入ったため, 稲荷社は平野や海岸部に多く,
それが霊場と疎遠にしたものと考えられる｡
Ⅴ おわりに
本論では福井県から青森県にいたる日本海側中北部におけ
る, 地方霊場をとりあげた｡ 主要な霊場については, 現地で
調査をした｡ また霊場の位置に注目し, それを寺院や神社の
分布と比較した｡ さらに当該地域の霊場の開創について, と
くに山岳信仰の影響から検討した｡ その結果は, 以下の通り
である｡
1) 各県ほどの規模の霊場では, 札所はおよそ平野や盆地の
縁である山麓にみられる｡ また札所は岩や沢の傍らなどに設
けられている｡
2) 札所として, 真言系寺院をはじめ, 天台系や禅系の寺院
が多く選ばれている｡
3) 札所には修験の寺院もあり, 神社境内にある観音堂のこ
ともある｡
4) 当該地域南西部では浄土系が多く, 北東部では禅系など
が多い｡ また平野では浄土系が多く, 山地側では禅系, 天台
系, 真言系が多い｡
5) 天台系・真言系寺院は古くから進出し, 霊場と深くかか
わり, 禅系寺院も霊場とのかかわりを保つ｡
6) 当該地域には八幡社が広く分布する｡ 稲荷社は北部に多
く, 神明社は南部に多く, 熊野社は内陸部に多い｡
7) 著名神社の中でもとくに熊野社は, 熊野三山や天台系と
結びつき, 霊場とかかわりが深い｡
8) もともと巡礼では札所のほかに多くの霊山が参詣されて
おり, 巡礼には山地での修行が含まれる｡
9) 廻国巡礼は富山では立山に至る｡ また, 西国・坂東・秩
父巡礼は出羽三山参詣と類似のものとみなされた｡
10) 当該地域の北部でも, 地方霊場は山岳霊地に連なり, お
山参詣は修験の影響を受けて, 山岳信仰の要素を含んでいる｡
上述のように, 分布からみると霊場には, 天台系・真言系
や熊野社などが深く結びついている｡ これらは開創年代が古
く, 周辺に位置し, とくに観音とかかわっている｡ さらにこ
れらは修験や山岳信仰と結びついており, それらは霊場の基
本的性格を形成したと考えられる｡
ただし, 開創の古い小規模な霊場などでは, 宗教法人の寺
院や神社だけでなく, むしろ民間信仰などと深く結びついて
いる｡ 津軽三十三観音霊場周辺などでみられる民間信仰との
かかわりは, 先述の稲荷社のように不明な点が多い｡ そうし
た民間信仰は, 組織的な調査は困難であるが, 霊場の周辺で
の若干の事例をあげると, 以下のようなものがある｡
岩木山赤倉沢の裾の赤倉神社周辺には, 30近い社祠や小屋
掛け, 堂のほか修行小屋もあり, ゴミソ(カミサマ)と呼ばれ
る女性達が ｢赤倉の山神様｣ を祀る(土田絹子, 1990)｡ 宗教
法人ではない民間信仰施設であるが, この地の行場, お山詣
でなどは, 修験や山岳信仰にも通じ, 先述のように八十八ヶ
所がおかれて, 霊場に連なる性格を表している｡
西津軽郡木造町出来島の, 高さ30mほどの砂丘の浜側に,
弁天神社がある｡ 集落側からは見えないが, 海側からはよく
望める｡ 砂丘にはマツが植林され, 林床にハマヒルガオ, ナ
デシコ, セリなどが生育する｡ 朱色の鳥居が３つと, 新しい
灯籠や狛犬が置かれている｡ １間×1.5間の社殿の内部には
３組の房が下がり, １組には小さな鈴が多数飾られる｡ 木造
や出来島の人々の奉納があり, 餅やトマトが供えられる｡ こ
の弁天神社は, 七里長浜周辺に多い小さな社祠の一つである｡
カミサマがいてツカを作っている, といわれるように民間信
仰者により作られた施設である｡ こうした周辺一帯には札所
はみられないが, それは弁天神社の名称のように, 海の神を
祀っており, 山岳信仰を基盤にもった津軽霊場とは性格を異
にするものと考えられる｡
津軽ではまた, 先述の富萢の三吉稲荷では三吉さんを, 菰
槌の立山稲荷では伝兵衛さまを祀るといわれる(直江廣治,
1999)｡ 牛潟の高山稲荷境内にも三五郎稲荷, 大島稲荷, 千
代稲荷, 熊五郎稲荷, 作丈一稲荷, よんこ稲荷などが祀られ
る(工藤伊豆, 1999)｡ 稲荷社の多くにこうした個人名がつけ
られているが, これらは上記のような民間信仰施設に由来す
るようである｡ 霊場が観音や山岳にまつわるものであるなら
ば, これらのように民間信仰者が祀られ, また稲荷の名称が
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冠せられるとき, 霊場とは性格を異にすることが考えられる｡
また先述の弘前の久渡寺は, オシラ神大本山ともよばれる
が, オシラサマは農, 漁, 養蚕等の神で, 津軽に三千体とい
われる(加藤健司, 2000)｡ 先述の庄内霊場の第１番荒沢寺は,
羽黒山修験本宗の本山といわれ, 修験の寺院は霊場開創とか
かわるようであった｡ 久渡寺は津軽観音霊場第１番であり,
オシラサマの民間信仰は, 霊場開創とかかわりをもつかもし
れない｡
もともと霊場札所において参拝する対象は, 寺院でも本堂
にまつられた本尊ではなく, 境内の観音堂などにまつられた
観音などであることが多い｡ おそらく元来の信仰の対象があっ
て, 神社や寺院はそれらに隣接して, あるいはそれらをとり
こんで, 建立されたものと考えられる｡ 霊場とかかわる山岳
信仰にしても, 観音などは本地として受けとめられており,
霊場では寺社施設などの表象の背景に, 信仰の対象があるよ
うに考えられる｡ 霊場はとくに規模の大きなものでは, 寺院
札所により構成されるが, その開創は主として民間信仰にも
とづいており, その解明は今後の課題である｡
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